
見慣れた風景。今年、築造から1400年と
いう記念の年を迎える大阪狭山市のシ
ンボル狭山池。イベントの取材で幾度も
足を運んでいますが、今回の特集で写し
出された狭山池の姿は、かつて見てきた
風景とはまるで違うものであることに驚き
ました。時を選び、場所を選び、光を選
び、影を選ぶことで人の心に感動を呼び
起こすことができる。このことをあらため
て知ることができました。

わが街・再発見！  大阪狭山市地域情報誌

陶芸家中西天志大阪狭山に生きる人大阪狭山に生きる人
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古
事
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
遠
い
昔
か
ら
狭

山
池
は
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。水
面
に
映
る

自
然
の
様
々
な
情
景
は
ま
る
で
大
き
な
水

鏡
を
観
る
よ
う
で
す
。春
の
昼
下
り
、夏
の

夜
、秋
の
夕
暮
れ
、冬
の
朝
も
や
、そ
の
時
々

に
足
を
運
び
ま
す
。湧
き
立
つ
イ
メ
ー
ジ
を

得
て
作
品
が
生
ま
れ
ま
す
。身
近
に
あ
る
そ

ん
な
狭
山
池
の
水
面
は
私
に
と
っ
て
愛
し
い

居
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
川
　
幸
紅 

（
大
阪
狭
山
美
術
協
会 

会
長
）

（
水
彩
画
）

「
悠
久
の
水
鏡
」

表
紙
は
こ
こ
で

編集後記

EVENT PICKUP

も

vol.05
読者の声

開演/14：00
開場/13：30（日）2.7

前売／一般 3,000円
　　　高校生以下 1,500円

大ホール

TEL.072-365-8700
http://www.sayaka-hall.jp

お問い合せ

関西フィルハーモニー管弦楽団
Meet the Classic Ⅱ
in 大阪狭山
2016

指　揮 藤岡幸夫
（関西フィルハーモニー管弦楽団首席指揮者）

管弦楽 関西フィルハーモニー管弦楽団
共　演 大阪狭山市内の吹奏楽演奏者を目指す子供達

R&SAYAMAに参加して
います。5号が出たとたん、
体験の人がすごい人数
になって驚きました。

大阪狭山市池尻中
K様（38才）

表紙の絵画がとて
も素敵で心がなご
みます。これからも
楽しみにしています。

大阪狭山市狭山
I様（63才）

Ⅱ
in 大阪狭山

関西フィルハーモニー管弦楽団

（当日各500円増）全席指定・税込

狭山池築造1400年記念［紙上展覧会］狭山池築造1400年記念［紙上展覧会］悠久の狭山池悠久の狭山池特集特集

本公演は宝くじの助成を受けて
実施しています

「わかる、わからない、そんな理屈抜きに
クラシック音楽の魅力を心と体で感じて欲しい！」
そんな思いを込めた首席指揮者藤岡幸夫と
関西フィルの情熱あふれるコンサート。
今回も、地元中学校吹奏楽部・
ソロコンテスト入賞者による
夢の共演ステージが実現しました。

予定曲 ドヴォルザーク ： 交響曲第9番
ホ短調op.95「新世界より」 他

主　催 （公財）大阪狭山市文化振興事業団

C L A S S I C S

エッセイ 「癒しの客」 瀬川 武美

自転車de GO! GO!

大阪狭山市グルメリポート 「自家焙煎工房カフェ little island」

狭山博士が作ったCROSS WORD PUZZLE

SAYAKAホール EVENT PICKUP

コンパクトにまとめられており、大変
読みやすく、大阪狭山市について
新しい発見がありました。素晴らし
い地域連携活動のひとつであると
思います。
大阪狭山市池之原　T様（81才）

地元で活躍される方を紹介
して頂くと、とても身近に感じ、
自分も頑張ろうと元気をもら
えました。次号も楽しみにして
います。
大阪狭山市狭山　Y様（55才）

毎月さやかホールのレコードサロンに参
加しています。その時「AGUA」を読ませて
いただいております。一番好きな所は「グ
ルメリポート」です。5号を見てすぐ「すし処
そら」さんへ行きました。美味しかったです。
堺市南区高倉台　K様（69才）

狭山池築造1400年記念号



悠
久
の
狭
山
池

　

古
の
い
ず
れ
の
時
代
に
か
時
の
帝
の
勅
令
に
よ
り
こ
の

地
の
農
民
の
農
事
を
盛
ん
に
し
民
業
を
広
め
る
た
め
に

築
造
さ
れ
た
狭
山
池
。確
か
な
築
造
年
に
つ
い
て
幾
多
の

説
が
述
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、近
年
大
阪
狭
山
市
の
狭

山
池
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
築
造
時
の
配
水
管
に

使
用
さ
れ
て
い
た
木
管
の
年
輪
に
よ
り
、こ
れ
に
用
い
ら

れ
た
木
が
伐
採
さ
れ
た
年
が
判
明
し
ま
し
た
。そ
の
年
が

西
暦
6
1
6
年
。狭
山
池
築
造
年
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
2
0
1
6
年
、狭
山
池
は
日
本
最
古
の
ダ
ム
形
式

の
溜
め
池
と
し
て
1
4
0
0
年
の
記
念
の
年
を
迎
え
ま

す
。大
阪
狭
山
市
は
こ
の
記
念
の
年
に
大
阪
府
と
共
に

数
々
の
記
念
行
事
を
催
し
ま
す
。

　

A
G
U
A
6
号
の
特
集
を「
狭
山
池
」と
し
ま
し
た
。

1
4
0
0
年
を
経
て「
今
」に
生
き
る
池
の
姿
の
中
に
こ

の
池
の
原
型
を
探
っ
て
、様
々
に
変
わ
る
池
の
表
情
を

撮
り
続
け
て
お
ら
れ
る
写
真
家
の
小
川
幸
三
さ
ん
に
紙

上
展
覧
会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。題
し
て〝
狭
山
池
の

「
今
」に「
古
代
」の
姿
を
撮
す
〞思
い
が
け
な
い
発
見
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

尚
、作
品
の
間
に
配
し
ま
し
た
俳
句
は「
迎
月
庵
幻

俳
句
集
」か
ら
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
今
」に「
古
代
」の
姿
を
撮
す

蓴
菜
や 

古
歌
の
俤 

残
る
池

狭山池築造1400年記念狭山池築造1400年記念
小川幸三［紙上展覧会］小川幸三［紙上展覧会］

狭山池は冬の間は水をためず、春の彼岸・秋の彼岸の間に水をたくわえる。
水にうるおう池のルックスに目を奪われながら、池の姿を知っていった。
狭山池は冬の間は水をためず、春の彼岸・秋の彼岸の間に水をたくわえる。
水にうるおう池のルックスに目を奪われながら、池の姿を知っていった。直感は時空を越え、現実と地続きで、次 と々重なり、思いもよらないことに導いてくれる。直感は時空を越え、現実と地続きで、次 と々重なり、思いもよらないことに導いてくれる。

干潟の様子は古代の空間にいるようだ。干潟の様子は古代の空間にいるようだ。

特集

常
に
見
ぬ 

滝
や
狭
山
の 
西
の
除
げ

よ

※ 

迎
月
庵
幻（
げ
い
げ
つ
あ
ん・
ま
ぼ
ろ
し
）は

　

 

末
永
雅
雄
博
士
の
ご
尊
父
の
俳
号
。

じ
ゅ
ん
さ
い

お
も
か
げ
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﹇
最
後
に
﹈

小
川
さ
ん
の
こ
の
作
品

展
は
1
4
0
0
年
と
い

う
長
い
年
月
、そ
の
時
代

時
代
で
こ
の
池
を
命
を

か
け
て
守
っ
て
き
た
人
々

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
な
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

小
川
幸
三

　

1
9
7
1
年
大
阪
芸
術
大
学
美
術
学
科 

写
真
専
攻
卒
業
。

卒
業
後
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
を
経
て
、そ
ご
う
大
阪
店
販
売
推

進
部
に
て
広
告
写
真
を
担
当
す
る
。1
9
8
0
年
代
オ
リ
ジ
ナ

ル
表
現
芸
術「
コ
ズ
ミ
ス
ト
」を
見
出
す
。以
後
新
し
い
写
真
表

現
を
模
索
し
つ
づ
け
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
系
団
体
に
参
加
し
作

品
を
発
表
。現
在
無
限
像
企
画
代
表
。

樋
も
た
ゝ
き 

聞
か
せ
水
鶏
よ 

狭
山
池

う
つ
く
し
ゅ
う 

水
吐
く
池
や 

五
月
雨波

も
な
く 
泡
立
つ
池
や 

温
む
水

と

1400年前から池の水面に映し出される光景。1400年前から池の水面に映し出される光景。

始まりがあるということは終わりがあるといわれるが、
この池には、始まりも終わりもないのではないか。
始まりがあるということは終わりがあるといわれるが、
この池には、始まりも終わりもないのではないか。

狭山池は1400年前の溜め池の原型を尋ねようと撮影を重ねるうちに
古代の人びと、又鳥などの自然もこの池に映し出されていたと感じるようになりました。
狭山池は1400年前の溜め池の原型を尋ねようと撮影を重ねるうちに
古代の人びと、又鳥などの自然もこの池に映し出されていたと感じるようになりました。

ぬ
る

く
い
な
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そ
し
て
四
月
、前
吉
田
市
長
と
の
会

談
で
大
阪
府
と
大
阪
狭
山
市
と
の
共

同
運
営
に
民
間（
狭
山
池
ま
つ
り
実
行

委
員
会
）を
加
え
た
三
者
協
働
運
営
の

枠
組
み
が
合
意
さ
れ
た
。

　

し
か
し
こ
こ
か
ら
が
大
変
だ
っ
た
。公

立
博
物
館
の
運
営
に
市
民
団
体
が
加
わ

る
の
は
全
国
初
と
い
わ
れ
、大
阪
府
、大
阪

狭
山
市
と
我
々
と
の
葛
藤
が
始
ま
っ
た
。

　

何
事
も
法
律
・
条
令
・
規
則
に
則
っ
て

型
に
填
ま
っ
た
仕
事
を
す
る
行
政
と
、

出
来
る
だ
け
無
駄
を
無
く
し
物
事
を

柔
軟
に
考
え
て
行
う
民
間
と
で
は
考
え

方
に
大
き
な
差
が
あ
り
、延
べ
十
六
回

に
及
ぶ
調
整
会
議（
交
渉
）で
激
論
を

交
わ
し
た
。

　

三
者
協
働
ス
キ
ー
ム
の
提
案
、基
本

理
念
の
共
有
、三
者
の
役
割
分
担
、運
営

経
費
の
効
率
化
に
も
言
及
し
た
。特
に

具
体
策
の
構
築
時
に
、土
木
博
物
館
と

し
て
の
学
術
的
向
上
と
入
館
者
数
の
目

標
値
を
指
摘
し
た
。毎
年
八
万
人
前
後

更
に
と
減
少
傾
向
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、施
設
指
標
の
入
館
者
数
に
関
心
が

乏
し
い
と
感
じ
、入
館
者
十
万
人
以
上

の
目
標
を
設
定
さ
せ
、当
方
か
ら「
世
界

の
昆
虫
展
」（
都
市
整
備
部
所
管
の
箕
面

昆
虫
館
か
ら
昆
虫
標
本
を
借
用
し
展

示
）、「
小
灘
一
紀
絵
画
展
」（
日
展
評
議

員
作
品
展
等
）を
企
画
提
案
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、「
こ
の
博
物
館
に
は
絵
画

は
似
合
い
ま
せ
ん
」「
博
物
館
に
昆
虫
を

持
ち
込
む
な
ん
て
も
っ
て
の
外
」と
云
う

反
応
で
し
た
。そ
こ
で「
似
合
う
と
か
似

合
わ
な
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
、こ
れ

ら
を
見
に
来
る
方
は
本
来
の
展
示
物
も

ご
覧
に
な
る
だ
ろ
う
し
、何
と
し
て
で
も

入
館
者
数
を
増
や
し
、よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
し
な
け
れ

ば
、こ
の
博
物
館
の
存
続
に
関
わ
り
ま
す

よ
」と
説
得
し
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

　

結
果「
世
界
の
昆
虫
展
」は
一ヶ
月
で

一
万
人
、「
小
灘
一
紀
展
」は
四
週
間
で
八

千
人
の
入
場
者
が
あ
り
初
年
度
に
入

館
者
数
一
〇
万
人
達
成
し
た
。

　

ま
た
、中
高
生
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し

た
屋
上
ガ
ー
デ
ン
の
賑
わ
い
と
魅
力
作

り（
花
壇
・ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
）や
博
物
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
再
編
成
な
ど
に
も
取
り

組
み
、狭
山
池
堤
か
ら
屋
上
ガ
ー
デ
ン
、

博
物
館
へ
の
ル
ー
ト
も
確
立
。博
物
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
河
内
木
綿
展
」や

狭
山
池
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
、古
文
書
を
読

む
会
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
活
発

化
し
、毎
年
十
万
人
前
後
の
入
館
者
数

で
推
移
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
た
官
民
協

働
運
営
で
す
が
、現
在
、博
物
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る「
片
桐
且
元
展
」の
準
備

や
狭
山
池
築
造
千
四
百
年
記
念
事
業

年
に
向
け
て
の
企
画
、缶
バッ
チ
の
自
主

作
成
等
活
発
な
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

橋
下
徹
前
大
阪
市
長
は
、大
阪
府
知

事
就
任
直
後
の
平
成
二
十
年
二
月
、財

政
非
常
事
態
を
宣
言
し
、ハコ
モ
ノ
集
客

施
設
の
廃
止
や
文
化
事
業
の
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
の
見
直
し
等
の
改
革
案
を
打
出
し

た
。大
阪
府
に
は「
弥
生
文
化
博
物
館
」

「
近
つ
飛
鳥
博
物
館
」が
あ
り
、３
つ
の

博
物
館
は
多
過
ぎ
る
と
、狭
山
池
博
物

館
も
対
象
と
な
っ
た
の
が
こ
の
物
語
の

始
ま
り
で
し
た
。

　

そ
こ
で
博
物
館
が
な
く
な
っ
た
ら
大

変
と
府
都
市
整
備
部
と
相
談
し
、視
察

時
に
、私
が
橋
下
知
事
に
付
き
添
い
、狭

山
池
と
狭
山
池
博
物
館
が
如
何
に
地

域
に
愛
さ
れ
市
民
の
街
作
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
拠
点
に
な
っ
て

る
か
を
伝
え
る
一
方
、同
じ
想
い
の
表
現

倶
楽
部
う
ど
ぃ
の
子
供
た
ち
や
若
者
約

３
百
人
が
歓
迎
の
前
面
に
出
て「
徹

ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
」の
一
斉
コ
ー
ル
も
沸
き

あ
が
る
中
、お
迎
え
し
た
。

　

視
察
後
の
講
評
は
大
変
厳
し
い
も
の

で
あ
っ
た
が
、何
か
他
の
博
物
館
と
違
う

も
の
を
感
じ
ら
れ
た
の
か「
こ
の
博
物
館

は
存
続
さ
せ
る
」と
云
わ
れ
た
。

官民協働運営
狭山池博物館

狭山池まつり実行委員会 会長 武田 博允

発足物語

■日時／平成28年２月27日（土）13：00～16：00
■会場／SAYAKAホール・大ホール

■内容／記念式典、林英哲アコースティックコンサートほか
■定員／600人（多数の場合は抽選）

申し込み方法

お問い合せ 狭山池築造1400年記念事業実行委員会事務局 大阪狭山市役所内（企画グループ） TEL.072-366-0011

往信

「狭山池築造
 1400年記念事業
 実行委員会事務局
 コンサート観覧希望」係

〒 589-8501
大阪狭山市狭山
1-2384-1

こ
の
面
に
は
何
も

記
入
し
な
い
で
下
さ
い

返信
あなたの
郵便番号
住所
名前
電話番号

あなたの
郵便番号
住所
名前
電話番号

〒589-8501  大阪狭山市狭山1-2384-1
狭山池築造1400年記念事業実行委員会事務局 コンサート観覧希望係

往復はがき（往信面と返信面の両面）に郵便番号・住所・名前・
電話番号をご記入の上、下記宛にご郵送下さい。

※平成28年1月15日消印有効 ※１人につき１通。当選者には、１枚で２人が入場できる入場整理券を郵送します。

　狭山池築造1400年記念事業実行委員会では、狭山池が築造から1400年を迎える2016年をアニバーサリー・イヤーとし、1年間を通し
て様 な々事業に取り組みます。2月27日には、オープニング・イベントとして、狭山池が国の史跡に指定されたことを記念して建立する記念碑の
除幕式、1400年シンボルツリーの植樹祭、市民の手で狭山池の環境を保全する取り組み、狭山池クリーンアクションを狭山池で開催します。
　また、午後からは会場をSAYAKAホール（大阪狭山市文化会館）に移し、狭山池築造1400年記念式典、世界的太鼓奏者である林英哲
さんを迎えてのアコースティックコンサートを開催します。

狭山池築造
1400年

@大阪狭山市文化会館 大ホール

●狭山池築造1400年記念宣言
●記念切手原画募集入選作発表・表彰
●合唱 大阪狭山混声合唱団・市民参加者

第I部

第II部

記念式典
2016年2/27（土）

記念式典観覧者募集 無料
入場料

ⒸH.ShimizuⒸH.ShimizuⒸS.OgumaⒸS.Oguma

林 英哲 アコースティックコンサート
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茱
萸
木
の
陶
芸
家

大阪狭山に生きる人
interview with people

天然灰作り（釉薬の原料）釉薬作り釉薬の目を細かくする道具釉薬完成釉薬掛け窯入

や
ま
桜
藁
灰
釉
（
さ
く
ら
わ
ら
ば
い
ゆ

う
）」
と
い
う
地
元
産
に
こ
だ
わ
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
釉
薬
を
作
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
桜
と
土
が
使
わ
れ
た
作
品

は
、
柔
ら
か
な
白
色
と
灰
色
の
ま
だ
ら

模
様
の
あ
た
た
か
い
表
情
が
特
徴
で

「
お
お
さ
か
さ
や
ま
陶
邑
焼
・
さ
や
ま

桜
藁
灰
釉
」
と
し
て
商
工
会
の
さ
や
ま

の
え
え
も
ん
に
も
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

陶
邑
の
歴
史
を
今
の
時
代
に
伝
え
る
陶

器
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
西
さ
ん
の
作
品
は
、
料
理
が
引
き

立
つ
と
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
も
評
さ
れ
、

奈
良
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
付
き
の
蕎
麦

屋
や
心
斎
橋
の
日
本
料
理
店
で
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。「
う
つ
わ
の
お
か
げ
で

料
理
が
美
味
し
い
」
と
言
わ
れ
る
事
は

陶
芸
家
冥
利
に
尽
き
る
と
い
い
ま
す
。

　

豊
か
な
食
卓
の
演
出
に
、
趣
の
あ

る
食
器
は
不
可
欠
と
い
う
考
え
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。「
美
し
い
器
で
の
食
事

は
、
簡
単
な
焼
き
そ
ば
だ
っ
て
、
立

派
な
ご
馳
走
に
な
り
ま
す
か
ら
」
と
。

　

何
で
も
安
い
も
の
が
簡
単
に
手
に
入

る
時
代
。
伝
統
文
化
に
身
を
置
く
立

場
と
し
て
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
嘆
き
ま
す
。
伝

統
文
化
継
承
の
危
機
す
ら
感
じ
る
と

も
。
焼
き
物
本
来
の
持
つ
豊
か
さ
を

伝
え
る
た
め
に
も
、
つ
く
り
手
と
消
費

者
が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

「
も
の
づ
く
り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
形

態
も
整
え
た
い
と
。
単
に
器
を
作
っ
て

売
る
だ
け
で
は
な
く
、
使
い
た
い
人
に

買
っ
て
も
ら
う
活
動
、使
っ
て
み
て
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
創
作

活
動
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
陶
芸
家
と
し
て
「
陶
邑
窯

跡
群
」
の
歴
史
や
風
土
を
次
世
代
に

伝
え
る
の
も
陶
芸
家
と
し
て
の
使
命

と
、
ろ
く
ろ
体
験
会
な
ど
で
陶
芸
に
触

れ
て
も
ら
う
活
動
も
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

桜
藁
灰
釉
の
お
お
さ
か
さ
や
ま
陶
邑

焼
は
狭
山
池
ま
つ
り
や
産
業
祭
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
飯
茶
碗
や
湯
飲
み
は
1
５
０
０

円
か
ら
。

い
に
よ
り
一
念
発
起
し
修
行
生
活
を
始

め
ま
す
。
三
田
の
豊
か
な
自
然
環
境
か

ら
得
る
も
の
は
多
く
、
様
々
な
木
を
原

料
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
釉
薬
（
注
）

作
り
に
没
頭
し
、
何
百
回
も
の
試
行

錯
誤
を
重
ね
る
日
々
だ
っ
た
と
振
り
返

り
ま
す
。
人
里
離
れ
た
山
里
で
の
修

行
生
活
は
６
年
に
及
び
、
98
年
に
独

立
、
本
格
的
に
地
元
大
阪
狭
山
で
工

房
「
天
志
窯
」
を
構
え
ま
し
た
。

（
注
・
釉
薬
は
焼
き
物
の
表
面
を
覆
っ

て
い
る
ガ
ラ
ス
質
の
素
材
。
灰
や
藁
な

ど
を
原
料
に
調
合
し
て
作
る
）。

　

日
本
の
古
陶
磁
の
中
で
も
、
名
陶

と
い
わ
れ
る
桃
山
時
代
の
織
部
や
志

野
、
黄
瀬
戸
は
茶
の
湯
の
影
響
を
う

け
て
誕
生
し
た
美
意
識
の
高
い
造
形
で

「
桃
山
陶
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
中

　

茱
萸
木
の
天
志
窯
の
窯
主
、
陶
芸

家
の
中
西
天
志
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
狭
山
池
ま
つ
り
の
陶
器
市
や
産

業
祭
な
ど
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
お
馴

染
み
の
陶
芸
家
で
す
。

　

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け

て
大
阪
狭
山
市
や
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

を
含
む
大
阪
南
部
の
丘
陵
地
帯
は
、

現
代
の
陶
器
の
ル
ー
ツ
と
な
る
須
恵
器

を
焼
成
す
る
窯
が
群
存
し
て
い
た
と
い

う
焼
き
物
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
日

本
三
大
古
窯
の
ひ
と
つ
「
陶
邑
窯
跡

群
」
で
、
そ
の
規
模
は
日
本
最
大
級
。

日
本
書
紀
に
も
陶
邑
（
す
え
む
ら
）

と
い
わ
れ
る
窯
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
西
さ
ん
は
、
こ
の
歴
史
を
現
代

に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
「
お
お
さ

か
さ
や
ま
陶
邑
焼
き
」
と
い
う
地
元
の

土
や
桜
を
原
料
に
し
た
陶
器
を
作
り

陶
邑
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

中
西
さ
ん
は
現
在
48
歳
。
こ
の
道

に
入
ろ
う
と
決
意
し
た
の
は
大
学
卒

業
後
、
ゼ
ネ
コ
ン
で
勤
め
て
い
た
25
歳

の
頃
で
す
。
大
き
く
社
会
を
捉
え
た

時
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
の
は
、
立

派
な
建
物
の
家
で
は
な
く
豊
か
な
食

卓
に
原
点
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
兵
庫
県
三
田
市
の
陶

芸
家
小
西
天
楽
氏
と
の
偶
然
の
出
会

西
さ
ん
は
、
そ
ん
な
桃
山
陶
の
作
風

を
め
ざ
し
た
創
作
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
主
に
茶
器
や
茶
碗
、
片
口
や
皿

な
ど
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
釉
薬
を
駆
使

し
、
現
代
の
生
活
に
マ
ッ
チ
す
る
も
の

を
創
作
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
黄
瀬
戸
の「
奇
跡
の
黄
金

色
」と
い
わ
れ
る
発
色
へ
の
挑
戦
は
過
酷

な
も
の
で
、約
５
０
０
通
り
も
の
釉
薬

調
合
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。結
果
、中
西
さ
ん
の
生
み
出
し
た
黄

瀬
戸
の
発
色
の
美
し
さ
は
、本
場
の
美

濃
で
も
ほ
ん
ま
も
ん
と
称
賛
さ
れ
る
レ

ベ
ル
に
達
し
、工
房
に
は「
奇
跡
の
黄
金

色
」の
自
慢
の
作
品
が
並
び
ま
す
。

　

大
阪
狭
山
市
の
木
は
桜
で
す
。
中

西
さ
ん
は
、
市
内
で
剪
定
さ
れ
た
桜
の

木
や
、
地
元
農
家
の
モ
ミ
や
藁
を
譲

り
受
け
、独
自
に
精
製
・
調
合
し
た
「
さ

天志窯

日
常
の
飾
ら
な
い
食
卓
か
ら

生
活
を
豊
か
に
感
じ
る
た
め
に

ゼ
ネ
コン
サ
ラ
リ
ー
マン
か
ら
、

三
田
で
の
修
行
生
活へと
。

地
元
の
土
や
桜
を
使
っ
た

「
お
お
さ
か
さ
や
ま
陶
邑
焼
」で

陶
邑
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

美
濃
の「
桃
山
陶
」の

歴
史
に
魅
せ
ら
れ
、

伝
統
的
な
手
法
を

ベー
ス
に
し
た
作
品
づ
く
り

あ
り
が
と
う
言
っ
て
も
ら
え
る

も
の
づ
く
り
を
目
指
す

大阪狭山市茱萸木６丁目７８９-2
TEL.０７２-３６５-３３１７
携帯.０９０-４４９７-６１９３
工房見学の際には、事前にお電話を。

中
西
　
天
志

中
西
　
天
志
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　狭山ニュータウンを東西に貫く陶器山通りの東の
端あたり、大きな坂の途中で公園が見えてきます。その
奥に祠があり、道から離れてその前に回ってみると、祠
の隣に「塞の神の由来」という文章が刻まれた石碑が
あります。塞の神とは、さまざまな災いなどから人々を
守るために祀られる日本古来の神です。その歴史は古
く、茱萸木では江戸時代に祀られたそうです。その後
縁結びや子どもの守り神などとしても地元の人たちか
ら親しまれ、そのまわりは人々の憩いの場となってい
きました。しかし、狭山ニュータウンの開発が行われた
ころ、元あった山が削られるなどして、この祠も三十年
ほど前に現在の場所に移転したそうです。今では周囲
は住宅地となり、大きな変化を遂げましたが、今でも
この祠が地域を見守り続けています。公園で一息つき
ながらその歴史を想像してみると、少し不思議な気分
になりました。皆さんの住んでいる近くの祠などにも、
おもしろい由来が隠されているかもしれませんね。 

て
い
る
の
で
気
配
す
ら
感
じ
な
い
の
だ
ろ
う
。し
か

し
、こ
ち
ら
は
ア
イ
・コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
た
い
の

だ
。自
分
が
見
詰
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

い
で
、安
心
し
き
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　「
み
ず
き
ち
ゃ
ん
」と
の
こ
う
し
た
日
課
は
、お

盆
の
数
日
前
頃
か
ら
続
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、お
盆
が
明
け
た
頃
か
ら「
み
ず
き

ち
ゃ
ん
」は
来
な
く
な
っ
た
。何
だ
か
寂
し
い
。

　
雀
と
い
え
ば
、稲
の
害
鳥
と
し
て
人
間
に
追
い

払
わ
れ
て
き
た
の
で
、人
へ
の
警
戒
心
が
強
く
て
人

を
見
る
と
す
ぐ
逃
げ
る
、と
言
わ
れ
て
い
る
。そ
れ

な
の
に
、よ
く
ぞ
我
が
家
の
庭
に
飛
来
し
て
く
れ

た
こ
と
だ
。そ
れ
も
、森
か
ら
迷
う
こ
と
な
く「
一
直

線
に
」。近
く
に
大
池
が
あ
る
の
に
、拙
宅
の
25
セ

ン
チ
四
方
の
石
鉢
の
水
を
飲
み
に
来
て
く
れ
た
の

が
嬉
し
い
。礼
儀
を
わ
き
ま
え
て
い
る
の
か
、そ
れ

と
も
独
り
ぼ
っ
ち
な
の
か
、は
た
ま
た
水
泥
棒
の
つ

も
り
か
知
ら
な
い
が
、必
ず
一
羽
で
来
た
。

　「
み
ず
き
ち
ゃ
ん
」が
来
な
く
な
っ
て
か
ら
、熱

中
症
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
も
流
れ
な
く
な
っ
た
。異

常
な
暑
さ
は
、思
い
が
け
な
い
客
と
の
出
会
い
を

も
た
ら
し
て
く
れ
た
。雀
は
見
栄
え
の
し
な
い

「
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
」と
う
る
さ
い
鳥
、と
い
う
程
度
の

認
識
し
か
な
か
っ
た
が
、小
さ
い
頭
で
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
し
た
り
、小
刻
み
に
ホ
ッ
ピ
ン
グ（
両
足
で
飛
び

跳
ね
る
）す
る
仕
草
は
愛
ら
し
い
。

　「『
つ
づ
ら
』は
い
ら
な
い
か
ら
、来
年
も
来
て
ね
。

み
ず
き
ち
ゃ
ん
！
」

　
そ
の
客
は
突
然
や
っ
て
来
た
。熱
中
症
被
害
が

連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
頃
の
あ
る
昼
下

が
り
で
あ
る
。

　
庭
の
一
所
に
居
て
、キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
る
。

警
戒
し
て
い
る
よ
う
だ
。安
全
を
確
認
し
た
の
か
、

小
刻
み
に
動
き
出
し
た
。石
鉢
の
方
へ
進
ん
で
行

く
。そ
の
距
離
約
1
メ
ー
ト
ル
。そ
し
て
、高
さ
30

セ
ン
チ
ほ
ど
の
石
鉢
を
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
と
登
り
詰

め
て
縁
で
止
ま
っ
た
。間
髪
を
容
れ
ず
に
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
と
頭
を
左
右
に
回
転
さ
せ
た
。次
の
瞬
間
、

頭
を
鉢
に
突
っ
込
ん
だ
。頭
を
上
げ
る
と
、又
、

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
か
ら
鉢
に
突
っ
込
む
。二
度
三

度
、石
鉢
の
上
で
こ
の
動
作
を
繰
り
返
し
て
去
っ

て
行
っ
た
。

　
次
の
日
の
昼
下
が
り
、そ
の
客
は
昨
日
の
場
所

に
来
て
い
た
。昨
日
と
同
じ
行
為
を
営
ん
で
去
っ

て
行
っ
た
。

　
ま
た
次
の
日
の
昼
下
が
り
、そ
の
客
は
や
っ
て

来
て
、為
す
べ
き
コ
ト
を
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。

　
三
日
も
続
く
と
、心
待
ち
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
客
に「
み
ず
き
」と
名
付
け
て
、四
日
目
か
ら

待
つ
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
客
と
は
一
羽
の
雀
で
あ

る
。水
を
飲
み
に
来
る
こ
と
か
ら「
み
ず
き
」と
名

付
け
た
。

　
だ
が
、「
み
ず
き
ち
ゃ
ん
」と
声
を
か
け
て
も
全

く
気
付
い
て
く
れ
な
い
。気
付
か
れ
た
ら
お
仕
舞
い

な
の
で
小
声
で
は
あ
る
が
。連
日
見
詰
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
、気
配
ぐ
ら
い
感
じ
て
く
れ
て
も
よ

さ
そ
う
な
も
の
だ
。も
っ
と
も
、硝
子
戸
一
枚
を
隔

て
て
い
る
の
で
聞
こ
え
な
い
し
、不
動
の
姿
勢
で
観

エッセイEssay

癒
し
の
客

よ ん こ ままん が

しりとり
作：堀内美穂（帝塚山学院大学卒業生）

塞の神の祠（茱萸木）
クルマで走ってちゃ見逃してしまう、そんな大阪狭山市の魅力スポットをナビゲート！
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世
界
の
こ
だ
わ
り
コ
ー
ヒ
ー

　
狭
山
池
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る「
自
家
焙
煎
工
房
カ
フ
ェ 

リ
ト
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
」。狭
山
池
へ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
の

道
す
が
ら
、コ
ー
ヒ
ー
の
芳
し
い
香
り
に
誘
わ
れ
て
、つ
い

ふ
ら
ふ
ら
と
入
っ
て
し
ま
う
人
も
多
い
の
で
は
。し
か
し
、

ご
安
心
を
。入
っ
た
こ
と
を
決
し
て
後
悔
さ
せ
な
い
お
店

で
す
。世
界
旅
行
が
で
き
そ
う
な
ほ
ど
様
々
な
産
地
か
ら

の
コ
ー
ヒ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、カ
フ
ェ
飯
と
侮
る
こ

と
な
か
れ
と
ば
か
り
の
絶
品
ラ
ン
チ
。こ
の
日
は
シ
ュ
リ
ン

プ
と
ア
ボ
カ
ド
、イ
タ
リ
ア
産
生
ハ
ム
と
チ
ー
ズ
の
自
家

製
パ
ン
の
パ
ニ
ー
ニ
セ
ッ
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
と
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、店
主
が
匠
の
技
を
ふ
る
う
ラ

テ
ア
ー
ト
。目
で
見
て
、味
わ
っ
て
楽
し
め
る
お
店
で
す
。

リポート
グルメ
大阪狭山市
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問題制作

※「さやま検定」にヒントがあります。
さやま未来プランナー

狭山博士が
作った

ハガキにクロスワードパズルの答え、希望の商品名・郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号「AGUA」についてのご感想を明記のうえ、次の宛先
までご応募ください。応募者（正解者）多数の場合は抽選になります。なお、当選者の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。締切
は1月15日（当日消印有効）。〒589-0005大阪狭山市狭山1-875-1 公益財団法人大阪狭山市文化振興事業団「AGUAプレゼント」係へ

応募
方法

《タテのカギ》
❷ ごみについての問い合わせは
　 ごみホット○○○へ
❸ 「おわり坂」の地名の由来と
　 なったとされる近世の技術者集団
❹ 狭山池には金属製の樋が
　 存在したという言い伝えがあります
❺ 都会でも○○○でもない街、狭山

《ヨコのカギ》
❶ 町方の対義語。近世の狭山では
　 池尻や半田で騒動が起きました
❹ 広域○○水道事業は、わが町が
　 全国で初めて採用したものです
❻ 大阪狭山市の友好都市である
　 和歌山県の町

賞

3組6名様
ペアチケット

プレゼント

A 賞B 賞C

72
場所／大ホール
（全席指定）
開演 14：00
※開場は開演の30分前
前売／一般 3,000円
高校生以下 1,500円
（当日各500円UP）

SAYAKAホール公演SAYAKAホール公演

レストラン
SAYAKA
レストラン
SAYAKA
（SAYAKAホール・4F）（SAYAKAホール・4F）

たこ焼き（2人前）
お食事券

3名様プレゼント

A～Cを並び替えて
できる言葉は？

ヒント：市内の地名

さやま未来プランナー　泉谷　駿

し
り
と
り

 

し
よ
ー
ぜ

じ
ゃ
あ
、し
り
と
り
の

「
し
」か
ら
な

ひ
ま
だ
し

ひ
ま
だ
し

い
ー
よ

み
か
ん

し
み3組6名様

ペアチケット

プレゼント

場所／小ホール（全席自由）
開演／1回目10：30
　　　2回目13：30
※開場は開演の30分前
前売／一般1,000円

43 金

さやか名画座
SAYAKAホール映画SAYAKAホール映画

日

〒589-0005
大阪府大阪狭山市狭山2丁目944-1
TEL：090-1912-9808
平日 8:00～18:00
土曜、日曜、祝日 7:00～18:00
不定休

Meet the
Classic Ⅱ
Meet the
Classic Ⅱ
in 大阪狭山in 大阪狭山

  SAYAK
Aクラシックス

関西フィルハーモニー管弦楽団関西フィルハーモニー管弦楽団

交番
●
交番
●

←なん
ば

←なん
ば

大阪狭
山市駅

大阪狭
山市駅 和歌山

→
和歌山

→

市役所
●
市役所
●

SAYAKA
ホール
SAYAKA
ホール

ファミリー
マート
●

ファミリー
マート
●

さやか公園さやか公園

〶〶
little island
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